
“「地域」で支える認知症講座”に参加したスタッフの感想 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パーソンセンターケア」その人を中心に考えるケア。以前より共感していた内容のもの

で提唱地イギリスの取組みを実写で見ることは初めてだった。 

自分の中に大きな意味をもつ事となった。 

また、医師コメントから『認知症は薬で治すのではない、心のケアが必要』と話された

時、正直、少し驚きました。が、認知症について変わっている時代を感じ喜びへと変化し

ました。 

西村先生も全国に伝えてあることが輪になってあるとも感じました。現在の介護現場にお

ける、職員の関わりについて、その上司はどのように伝えていくのか・・・考えてみまし

ょうとの問いかけに自身の課題となりました。伝えること、自己学習、色んな面で自分自

身を見直します。 

講演を行われた関口映画監督の認知症になられたお母様の実話を聞き、そのおおらかな対

応に感銘を受けました。 

介護する側の視点ではなく介護される側の自身が分からなくなってしまう事への戸惑い、

不安を理解し、支援を行うことの大切さを改めて感じました。 

以前の西村先生の講義でも学んだ事ですが、重要だと思います。 

利用者は一人ひとり個性がありそれぞれに支援のやり方、対応は違い難しいですが、プラ

ン Aが駄目ならプラン B、Cでという臨機応変な対応をできるように視野を広めたいと思い

ます。 


